
一昔前には環境問題の研究は主に自然科学の領域

とみなされがちであり，社会科学的なアプローチに

よる研究成果を探し出すのは一苦労であった。しか

し最近では，環境社会学会，環境経済・政策学会，

環境法政策学会など，社会科学各分野において環境

問題を専門的に扱う学会が活動しており，個別の成

果発表のみならず，各学会メンバーを中心としたテ

キストブックの編集も行われている。また研究対象

地域として本誌が専門としている発展途上地域が含

まれることも決して珍しいことではない。

本書もまた環境問題の社会科学的研究についての

テキストブックであるが，共同執筆者それぞれがデ

ィシプリン（本書では�所属分野�の意味）にとら
われることなく，問題解決型の環境研究に向けた共

通の方法論を展開するという特徴を持つ。�共通の
方法論�とは，本書の３部構成に沿えば，�問題を
設定する�，�状況を解釈し，一般化する�，�データ
を集め，判断する�ということになろう。まず，第
１章で日本の大学における�環境学�の現状を批判
的に検討し，�環境対策学�を同心円とする環境学
の体系が展望される。続いて，第２章以下，フレー

ミングの政治学（�問題�を切り取る視点），事例研
究の方法，経済モデル，統計学的手法，フィールド

研究のあり方について解説がなされる。本書で提示

されている論点それ自体は決して目新しいものでは

ないものの，執筆者それぞれが実践してきた環境研

究に裏づけられた方法論的哲学として展開されてい

るところが注目される。

また，本書のタイトルでは明示されていないもの

の，東南アジアの森林破壊，南インドの村落農業を

めぐる環境変化，アマゾンの開発計画など，ほとん

どの執筆者が発展途上地域の環境問題を採り上げて

いることも本書の特徴である。それは，第１章で強

調されているように編著者がとくにここ数十年間の

発展途上地域における急激な環境状況の変化に注目

しているという点に加えて，それだけ発展途上地域

の環境問題が環境研究の方法論に多くの課題を突き

つけていることを示しているのではないだろうか。

また第５章において統計的意志決定判断の失敗事例

として採り上げられている水俣病事件は，発展途上

地域の環境問題をめぐる科学と意志決定の関係を考

えるうえでも示唆に富むものである。

本書の所々で触れられているが，各執筆者がこれ

まで論文や書籍のかたちで発表してきた以外にも，

ときには他流試合のようなかたちで果敢に環境問題

の社会科学的側面の解明に取り組んできた試みがあ

った。欲を言えば，本書執筆者自身の経験や成果だ

けでなく，本書で提案されている方法論に照らして

参考になる既存の環境研究（理論・方法論，実証研

究ともに含む）についてのレビューがもっと盛り込

まれているとおもしろいと思った。そのような研究

成果のリストを増やし，環境研究のリファレンスデ

ータを蓄積していくことは，抽象的な議論に陥りが

ちな方法論を批判的に再検討し，また個々の研究者

が実践していくうえでも大いに役立つのではないだ

ろうか。

本書は全体を通して抽象度の高い議論が少なくな

いにもかかわらず，平易な文章が貫かれている。ま

た，各章末に練習問題とヒント，巻末には主な用語

解説と索引がおさめられるなど，テキストブックと

して活用しやすい配慮がなされている。これから環

境研究を目指す人に加え，現に環境研究あるいは関

連業務に携わっているなかで方法論に疑問や迷いを

持ち始めている人にも一読をおすすめできる本であ

る。ただ，本書の�はじめに�でも指摘されている
ように，これだけで�環境学の技法�が体系的に学
べるわけではあるまい。むしろ，環境研究において，

ディシプリンにとらわれず，広く異分野における活

動や成果にアンテナをはり，試行錯誤することの意

義について深く考えさせられるであろう。
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